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信州美術界を担った作家たちへの私的な追憶

自然と文化の根拠地

松本市民をはじめとする郷土の皆さんの期待
に応えて平成14年に開館した松本市美術館は、
すでに数多い地方美術館のなかでもユニークな
存在として好評を博している。 その松本市美術
館がこのたび松本市制100周年を記念して、 明治
期以来の松本平ないしは中信地方で活躍した美
術家たち約130名の作品展を企画し、 作品集を刊
行するという。

地方の時代と言われるこれからの日本社会に
あって、 その地方がいかに豊かな文化を蓄積し
ているかが問われるだけに、 今回の試みは、 き
わめて先駆的な意味を有している。 そして松本
平と中信地方は、 北アルプスや安曇野、 松本城、
開智学校、 旧制松本高校などに象徴される自然
と文化の色彩に富んだ歴史的根拠地であり、 こ
の地に足跡を残した作家たちは、 おのずと日本
を代表する存在、 ないしは近代日本の内的な文
化力の担い手であったといえよう。

中信美術会の航跡

市制100周年の本年は昭和23 (1948）年に中信美
術会が結成されて以来の60周年でもあるとのこ
とだが、 松本地方では、 戦後の混乱期にいち早
く美術界が活動を開始したのであった。 のちに
スズキ・ メソードとして世界に広まった才能教
育研究会の前身、 松本音楽院が鈴木鎌一氏を中
心に設立された時期とほぼ期を同じくして、 松
本市の芸術運動は始まった。

特に美術界にとっては、 世界的な陶芸家バー
ナード・ リーチが薄川上流入山辺の鉱泉旅館・
霞山荘に投宿していたり、 洋画界の重鎮で日本
芸術院会員の石井柏亭画伯が浅間温泉に疎開さ
れていたことなどが、 活動のモテイベーション
を刺激したように思われる。 現に中信美術会は
単に中信地方のみならず、 信州美術会の中核と
して、 長野県展の開催にも中心的な役割を果た
していたのであった。 今私の手許には、 私自身

の二度目の県展入選作品「石膏とヴァイオリン」

中 嶋 嶺 雄

が目録に出ているf第五団長野県展jと題する
小冊子（信州美術会、 昭和27年9月17日発行）が残

っているけれど、 その編集兼発行人は浅間にお
られた関四郎五郎氏であり、 表紙は柏亭画伯の
柿枝のスケッチで、 そこに寄稿されている石井
柏亭「全信州美術展」と題する文章によると、「終
戦直後の美術活動としては長野県が最も早い方
であったろう」という。 当時は農村文化の建設
が叫ばれ、 長野県農業会が積極的に支援したの
であった。

こうした経緯ののちに中信美術会が発足し、
毎年5月には中信美術展が、 9～10月には長野県
展が県内各地で開催されたのであるが、 中信展 。
も県展も公民館や博物館が、 時には地元の学校
などが会場であって、 美術の盛んな松本に美術
館をという夢は、 当時の作家や美術愛好家に共
通した強い願いでもあった。

石井柏亭画伯の想い出

戦争中から戦後にかけて、 信州にはわが国の
美術界を担う鋒々たる作家が疎開したり、 また
信州の自然に惹かれて住み着いていた。 日本画
の伊東深水、 児玉希望、 奥村土牛、 洋画の石井
柏亭、 有島生馬、 中川紀元、 小山敬三、 中村善策、
彫刻の石井鶴三、 清水多嘉示らである。 これら
の重鎮が信州美術会を組織したのであったが、
なんといっても石井柏亭の存在感は大きかった。

ところが、 その柏亭画伯に私は子供（小学校5
～6年生）の頃から、 まったくの裸で接する光栄
に与ったのであったo 柏亭先生は当時、 浅間温
泉の湯坂を登った右手の横通りに面し、 裏手の
山を背にした「せんきの湯Jに疎開しておられた。

「せんきの湯」は一般の旅館ではなく、 ごく限ら
れた湯客しか入れない上品な宿であった。 ご亭
主は確か滝津弁護士といったと記憶しているが、
奥さんがわが家と懇意で、 市内の中町二丁目で
薬局を営んでいたわが家はしばしば入浴させて
もらったり、 お客をもてなすのに使わせていた
だいていた。 小池町の停留所から路面電車に乗
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って今の市立美術館の前を通り、 浅lllJの終点で

降りて坂を登って行ったものである。

そのような折に私は玄関脇の槍の香のする浴

場で、 時折、 柏亭先生とご一緒になった。 太っ

た大きな体躯の胡麻塩頭に立派な髭を八文字に

たくわえられていて、事�であればなおさら、 近

寄りがたい穿囲気の大人（たいじん）であった。

ある時など、 柏亭先生のスリッパが着替えをし

ていた私の近くにずれてきていて、 起でさっと

さらっていかれたのをよく党えている。 そんな

柏亭画伯にとって当時子供の私の存在感がなか

ったのは当然であるが、 私の方は立派な大画家

であることを知っていて、 柏亭先生のお留守中

にアトリエになっていた部屋を母と一緒にそっ

と覗かせてもらったこともあった。 長い坂の廊

下の奥の中庭に面した明るい部屋であったe

それから暫くして、 幼稚園の頃から画が上手

だとよく褒められていた私が新制の中学211：：生の

時に第3田中信美術展に応募して入選し、 なんと

その展覧会場で柏亭画伯から「夜の性棚jと題

1,t州nmwをJ!!った作家たちへのfl，的なillit! 

する20号の私の水彩画を、「l暖かい色感がよい。

このまま是非続けなさいJとお褒めいただく機

会を得たのであった。llH5f:ll24 (1949）年sn、 jJ)j所

は松本城のl協にあった松本博物館、 朝鮮戦争勃

発直前の頃である。

その機会を作ってくださったのは、 一水会系

の洋画家で松本土Iiをこよなく愛し、 晩年には山

岳画家としても知られるようになった古市幸利

先生である。

古市先生と白山卓吉先生

私が古市先生に画を習い始めたのは、 確かllB

和23 (1948）年の秋、 j原池小学校6年生のときであ

った。 たまたまわが家（諜局）に立ち寄られた古

市先生に、 学校の宿題で揃いた水彩画を凡てい

ただいた。 それは薄川にかかる逸初椅と白銀の

北アルプスの風妓であったが、 それを機会に私

は先生に画を習うことになった。 静物のデッサ

ンをしたり、 安曇：野へ写生に辿れて行っていた

だいたり、 ）；�の部分を黒色絵具だけで表現しで

はならないことなど基本を懇切丁寧に教えてい

ただいた。 こうして市水中学2年生のときから中

信展に毎年辿続入選することとなり、 松本音来

院で鈴木鋲ー先生に習っていたヴァイオリンを

題材にした水彩画で、 中学3年生からはりよ展にも

連続入選した。

古市先生は凶回の香川県が故郷で、 信州の自

然に魅せられて松本に定住されることになった

のだが、 小柄な体躯に鼻眼鏡で足まめにあちこ

ち出歩かれては画を捕かれていた。 その当時、

絵筆一本で生活を支えるのは並大抵のことでは

なく、 かなり多作であったのも、 作品が売れや

すいように写実一本であったのも、 また素敵な

観光ポスターや北アルプス、 美ケ原などの絵葉

、作を沢山残しておられるのも、 生前の秘を得る

ためであったのではなかろうか。 集い円など、

写生から戻られて好きなおj回をわが家でちびり

ちびり呑まれるのが大層裂しそうであった。

古市先生はそのころからー水会や日展に出品
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されていて、 石井柏亭画伯を仰のように仰いで

いた。 当時は信州画担にも図画会や春｜場会さら

には二科会なとεの影響が強くなり、 とくに図画

会の宮坂勝画伯の活動や影響が目立ち始めてい

たが、 古市先生は宮坂画伯にはまったく同調せず、

私は常坂氏の絵にも魅力を感じていただけに、

かなり困惑したこともあった。

fヴァイオリンのある静物j 昭和26年 第4回中信美術展

そんな折に、 私は油絵ではなくもっぱら水彩

画だったので、 やはりわが家によく来られてい

た池田町出身の水彩画界の大御所、 白山主主古（本

名・寺嶋理吉）先生にも指導していただくことに

なった。 当時の先生は日本水彩画会の1lHnであり、

信州美術会の副会長もっとめられていたはずな

のに、 まさに清貧に耐えて画業に専念されていた。

先生の水彩画は、 実に色！盛が豊かでm－使いがや11

びやかであり、 同時にどことなくウイットに富

んでいる。 奥様の月草道子さんも洋両家で、 草

花をモティーフにした消楚な作品を描かれてい

たが、 お二人がアトリエ兼用でお嬢様方と住ん

でいたのは、 清水町の土縦であった。 生活を支

えるためにやはり多作であったが、 老齢にもか

かわらず文学青年のような気概をつねに持たれ

ていた。それでいていささかシャイで、 黒メガ

ネの長身にベレー帽をかぶり、 いつも瓢々とし

ておられた。

白山 先生が昭和26(1951）年と問27(1952）年に

高品仁、 山 崎健三、 手塚恒二の祁氏を｜司人とし

て聞いた松本水彩展には私もi腎物なとeの作品を

/J＇，品させていただいているが、 その第二｜瓜展の

カタログの表紙は、 会場の公民館のある凶柱神

社正面の石の太鼓橋風景を描いた白山先生の酒

務たイラスト聞である。 当時私が編集責任者と

して先生にお願いした清水中学校の校誌『窓j

創刊号の表紙のイラストも同様に素晴らしかった。

わが家が倒産した松本深志高校1年生の時に製

薬会社に救済を求めるべく単身上京した折に日

比谷公図でt1Wいた画は、「都心の憂首会Jと題して

中信展で奨励1'tをいただいたが、 純粋な写実を

脱しようとしたものであった気がする。

中町界隈の芸術家たち

私が生まれ育った松本市中町（二丁目）が今「蔵

のあるUrJJとして観光名所にもなっているのは

苦ーばしい。IUJ口が狭く奥行きの長い典型的な町

屋風のわが家にも土蔵が二つあったが、 入手に

渡ってからは取り壊されてピル風になってしま

った。

その141町には多くの美術家がいた。 一丁目の

民芸品店ちきりやは、 バーナード ・ リーチや柳

宗悦と親交のあった「ちきりや紙店」のご主人、

丸山太郎さんが聞かれていたが、 l仏世されたお

娘様が私の同級生であり、 卵の殻を用いた民芸

創II工の作品がとても美しかった。

小池町への入り口を挟んで斜め前には「人形屋」

があって、 そのご主人は彫刻家の太田南海先生

であった。痩身に老眼鏡をかけた南海先生は、

いつも盤（のみ）で仏像を刻んでいたが、 いかに

も芸術家肌のこわいおじさんといった感じであ

った。 同時に本業の人形造りでは祭りの抹台（山

III）の人形もつくられ、 中IUJ-Tl=Iの舞台の人形

は南海作だ、ったように記憶している。

中町には私も習った書道の真野竹堂先生もお

られたが、 中町界｜践によく出没されたのが洋画

家の沌川太郎画伯である。 滝川氏の油絵は、 写

実的でありながら筆使いが大層奔放で、 色調も

IYJるく艶のあるイ乍品だったと記憶しているが、



永いフランス滞在中にjレノアールの名画「少女j

などの舵作作家になったのではないかとのちに

わが国画壇やマスメディアで大きな話題になっ

たことでも世にま！｜られた存在であった。 その滝

川氏は中IUJに近い天神に生まれ、 純手の蕎麦屋・

弁天楼の「小僧」になったこともあるとのことで、

わが家にはよく薬を買いに来ていた。 緑色のベ

レーに飴色のロイド眼鏡で、 ちょび髭の似合う

紳士然とされていたが、 いつも酒の匂いが漂っ

ていた。

その滝川画伯は、 西堀の映画館セントラル座

の地階で印刷発行していたローカル紙『信陽新聞j

に美術批評を書かれていた。H百和26 (1951）年10

月14日の「県展を観る 滝川太郎（二科会員＝松

本市在住）Jという文章の官頭は、 こうなってい

る。「若い作家に大いなる期待を以って観る。 未

完成でも強靭な萌芽により喜びをもっ。 県展洋

画部の若人が、 中央に比肩し得る水準に在るこ

とは、 主として技巧の部分において看l＆される。

然し、 より以上の根本問題たる、 如何に感激し

表現し様としたかという錐を執る以前のその感

度の震情がうっところは案外弱い。」 若手を鼓舞

するとともに、 厳しい批評を展開されている。

このコラムに登場する 「県展洋画部の若人」 は、

堀内康司、 塩沢久要、 渡辺借子、 北野太郎、 高

原岩雄、 中嶋嶺雄、 金光義朗、 柳沢健、 堀金泰、

本荘規素、 平林慎一郎、 西沢洋、 福沢昭夫、 大

須賀政一、 月 草道子、 井上武美、 宮j甫兵之助、

西片良一、 平林伸泰の諸氏であり、 当時満15歳
の最年少であったことによるのか、 私について
のみ二度も言及している。 これらの諸氏の中か
らは、 やがて画家として大成され、 活躍されて
いる方々も多く出ているのではなかろうか。 当
今の美術批評によく見られる持ち上げ批評とは
異なる、 きわめて厳格な論評であった。

中町のわが家によく来られた画家で忘れられ
ない存在が、 天折した信州日本画壇の鬼才、 111
口若輪先生で、ある。 ややや，，経質な風貌の蒼輪画
伯は、 北アルプスの山裾、 当時の烏川村岩原か

l�i州美術品lをJllった仰家たちへの夜、的な追憶

f都心の憂穆J 昭和29年 第7田中信美術展 奨励賞

ら出てこられ、 私の父とよく話し込んでいた。

安舘野の大庄屋で代代名村－長の家系の山口邸は、

江戸時代初期の壮麗な骨院風の大庭園になって

いて、 そこで拙かれた作品を持参されていた。

わが家には若輪先生の石楠花や紅梅の掛け軸や

色紙が、 父宛ての自筆の絵の年賀状などととも

に何点か残っている。

以上は私の郷里松本での少年時代の想い出の

一端をたとーったものであるが、 多くの優れた芸

術家に阜くから接して、 私は幸運であった。 今

でも海外旅行や年l回ほどの北アルプス登山に際

しては、 系金具とスケッチブックを忘れないこと

にしている。 私の絵心を育んでくださった郷盟

の亡き先生方に厚く御礼申し上げたい。

2007年3月1日 松本 ・ 望岳山荘にて

（国際教義大学四！事長 ・ 学 長）
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